






感想
全体を通して思ったことは、基本的に自分からしなければならないこと、やりたいことを見付け

出していく力を養ったと思います。東工大から前例の無いプログラムで、データが無かったこと

で、手続きなどの作業を自分ですべて確認しながら、というところが非常に為になりました。ま

た実際の仕事場を初めて体験し、自分がやらないと迷惑がかかる、というプレッシャーのもと、

責任感を養うことができました。

ロンドンの比較的自分より若い年代のフォーラムと、またその反対の形式の全く違うプログラ

ムに連続で参加したことで、自立しなければいけない程度などを比較できた。

週に一回ほどワークショップに参加するように心がけていたのだが、その最中カーネギーイン

スティテュートという所のワークショップの、技術発展に関するコメントで面白いコメントがあっ

た。「日本では個人が全体のことを考え主張をあまり強くせず社会を動かした結果、とても素晴

らしい製品ができている」というものだ。日本の何処かで全く逆のものを聞いたことがあるよう

な気がする。日本では今、全く逆の教育をはじめている気がする。自発的な力を育てる教育。独

自性。数年の周期で変わっているのかもしれないが、僕にはそういう独自性の取り入れ方をされ

た社会よりも、今のままのほうが、「社会」の住みやすさなどは非常に高い気がしている。

アメリカ人のルームメイトの意見ではもうアメリカは中国に抜かされている、と思っているそう

です。そういう意識がアメリカの国民の中に生まれてきているのは確かなのだとは思う。しかし、

そういう住みやすさはどうあれ、世界一有名な大学にはやる気のある生徒が集まることは確かで

あるので、そういう刺激的な場所でしばらく勉強してみたいという気持ちはまだあります。

外国語で勉強するということはとても面白いことではあるのですが、とても時間がかかるもの

でした。いつもなら簡単なことに余分に時間がかかり、興味の湧いたことをを日本にもって帰っ

てゆっくりこなすことにしました。日本で読もうと思った本を重量制限の問題であまり沢山買っ

てこれなかったのは残念です。

自分から行動するちからがかなり付いたと自分では思っています。その日に何をするべきなの

か、イベントや何かの機会はどんどん過ぎていってしまうので、それを決め、自分で選んでいく事

を学びました。特に後半2ヶ月は、ほぼ毎日、何をしなければならないか、明日で間に合わないこ

とは何か、という問を自問自答しながら暮らしたような気がします。

結果として、MITへの訪問、またそこで会うことに決めた人との予定合わせ、博物館へ通ったこ

と、ワークショップなど本当に自分の意志で行動した瞬間だったと思います。

これで学んだことというよりも、何をしたいと思ったかということのほうが重要だと思うの

で、この期間中感じていた気持ちを忘れないように勉強を続けていきたいと思います。

以上
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